
チリの鮭鱒養殖業について

2022年2月18日

日本水産株式会社

CSR部 屋葺 利也



欧州
アトラン：1,539,187ｔ
トラウト： 84,323ｔ
合計：1,623,510t

ロシア
カラフトマス：82,867ｔ
紅鮭： 43,780ｔ
白鮭： 82,867ｔ
銀鮭： 10,557ｔ
合計：220,071t

北米
カラフトマス：62,104ｔ
紅鮭： 127,238ｔ
アトラン： 139,291ｔ
白鮭： 66,734ｔ
銀鮭： 13,686ｔ
キング： 4,023ｔ
合計：413,076t

日本
白鮭： 85,000ｔ
カラフトマス： 2,800ｔ
銀鮭： 18,040ｔ
紅鮭： 2,100ｔ
合計：107,940t

チリ
アトラン：660,645ｔ
トラウト： 78,255ｔ
銀鮭： 148,331ｔ
合計：887,231t

オセアニア
アトラン：60ｔ
キング：14,339ｔ
合計：14,399t

世界の鮭鱒生産量：約3,300千トン
（ラウンドベース、２０１8年）

シロザケ
一般にサケと呼ばれるのはこの魚種。名前の通り身は白っぽい。

獲れる時期により名前と価値が変わる。
秋鮭：アキアジとも。産卵のため日本海沿岸に近付いたもの。

産地は北海道・三陸。和食向き。
時鮭：4～6月の春先に獲れる。脂がのり非常に価値が高い。
産地はカムチャッカ・アラスカ・北海道。和食向き（高級）。

鮭児：ケイジ。春先に網に迷い込むことがあるシロザケの若魚。
幻の魚と呼ばれ、価値は飛びぬけて高い。産地は北海道、

和食向き（超高級）。

ベニザケ
鮭類の中でもっとも濃い紅色の身を持ち、高級魚とされる。但し名前の
由来は身色ではなく、婚姻の時期に体色が赤くなることから。関西で

特に好まれる。産地は千島、ロシア・アラスカ・カナダなど。和食向き（高級）。

ギンザケ
日本では、家庭で最も食べられている鮭。安価で売られることが多い。脂のりがよい。
養殖が主体でチリ産が多い。日本では三陸での養殖される。産地は天然：北千島、

カムチャッカ、アラスカ、北米西岸。養殖：チリ、三陸。
和食向き・量販店中心。

アトランティックサーモン
世界で最も食されている鮭。ノルウェー・チリでの養殖が盛ん。生食用に

チルドで空輸されることが多い。洋食向き。

キングサーモン
和名はマスノスケ。名前の通り鮭類では
最大で、体長は２ｍ近くなる。肉厚で

ステーキに最適。産地はロシア・アラスカ・
カナダなど。洋食向き（高級）。

トラウト
銀鮭と同じく安価で売られることが多い。
脂のりがよい。大半が養殖でヨーロッパ・
チリが盛ん。焼き物のほか、刺身など生食で
食べられることが多い。和食（生食）向き。

Source: suikei

世界の鮭鱒供給量
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世界の鮭鱒生産数量の推移

養殖は約80％
を占める
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魚種 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020推定

アトラン 1,448 1,432 1,724 2,058 2,068 2,322 2,377 2,237 2,346 2,420 2,587 2,635

トラウト 301 278 289 316 227 220 192 194 167 172 201 211

銀鮭 163 124 144 156 145 157 140 124 179 166 221 225

キング 12 12 14 12 12 9 10 11 13 14 13 13

カラフトマス 559 365 567 380 556 281 425 314 428 568 506 281

白鮭 305 258 223 255 311 278 266 222 217 234 218 166

紅鮭 134 151 131 140 130 184 168 183 176 173 184 139

銀鮭（天然） 17 19 17 13 28 36 18 21 24 24 21 18

キング（天然） 5 7 8 7 9 12 10 7 5 4 6 2

Total 2,944 2,646 3,117 3,337 3,486 3,499 3,606 3,313 3,555 3,775 3,957 3,690
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アトランティックサーモン生産量の推移（国別）
単位：千ｔ
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08~10年はアトランの伝染性貧血症（ISA）による大量斃死で数量が落ちているが、現在は回復、再び数量を伸ばしている。
17年以降は回復、19年過去最大規模になったが、相場下落やコロナ禍の影響もあり、20年からは下落、21年も同傾向の予
想

単位：千ｔ

鮭鱒の状況① チリサーモン供給推移 現状分析＆環境変化予測

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
2021

（予想）

アトラン 374 321 388 203 115 220 400 420 610 570 480 580 620 650 620 600

チリ銀 106 77 92 120 101 150 140 130 130 130 120 150 150 180 190 190

トラウト 145 177 149 149 183 200 220 150 120 95 70 70 75 80 68 53
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チリ鮭鱒養殖エリア
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チリ鮭鱒養殖産業がここまで拡大した理由

チリの鮭鱒養殖業が拡大した
主要因

＊鮭鱒養殖に適した環境
海水温、内海・フィヨルド地形、
清浄で豊富な淡水

＊魚粉、魚油の世界的産地
＊比較的安価な労働力
＊政府主導の養殖関連の各種打ち手
＊中南米諸国の中では政治・経済面
で安定
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海面養殖 直近の規制改定

年代 内容

2018年9月 養殖密度規制法改定

2020年1月 PRSi法改定

2020年8月 養殖資材に関する法律

2020年8月
養殖環境モニタリング法

2021年1月

2021年6月 違反時罰金額の改定

2021年10月 海生哺乳類保護に関する法律

審議中 底質改善に関する法案

＊環境保護に関する規制がますます増加、厳格化している
(チリの経済発展と共に世間の環境への意識の高まりが急激に高まりつつある)

＊将来的にもこれらの規制は強化される見込みでそれに対応するための養殖会社の
投資・運用コスト(イケス、網、モニタリングの強化、等)は増加することになる
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登録権利数 総面積(ha) 使用率(%)

　　①

第10州 401 5,334 215 53.6

第11州 702 5,756 227 32.3

第12州 129 2,099 75 58.1

TOTAL 1,232 13,189 517 42.0

①の内 2021年

に使用実績有

海面使用権(鮭鱒養殖用)登録権利数(2021年末時点)

（参考)  海面使用権使用料(国に納める年額)

2021年 ----- 1,274US$/ha(鮭鱒養殖用)

＊127US$/ha(ムール貝養殖用)

2012年 ----- 672US$/ha(鮭鱒養殖用)
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ゾーン制の導入
(第11州の例)

10



養殖密度規制法改定
養殖密度規制法とは？
直近の養殖成績を参考に、次回生産サイクルの養殖密度を決定する制度

総合ポイント カテゴリ 削減率

> 90 Alta -

80~90 Media 10%

70~80 Baja 1 20%

60~70 Baja 2 35%

50~60 Baja 3 50%

< 50 Baja 4 75%

項目 基準 ポイント ウェイト

底質環境評価
(INFA)

75.1~100% 基準クリア 100

10%
50.1~75%   基準クリア 75

25.1~50%   基準クリア 50

0~25%        基準クリア 25

斃死率

0~5% 100

55%

5.1~15% 75

15.1~17% 50

17.1~20% 25

>20% 0

次回サイクル
導入計画

（前サイクル実績比）

0~60% 160

35%

60.1~80% 120

80.1~100% 100

100.1~103% 40

103.1~106% -40

>106% -100

(kg/㎥) Alta Media Baja 1 Baja 2 Baja 3 Baja 4

Salar 17 15 13 11 8 4

Trout/Coho 12 11 10 8 6 3

評価基準

底質状況、前回生産時の斃死率、次回養殖計画からポイントを計算
ポイントに応じて、次回養殖時の養殖密度を設定

※魚体重は、Salar4.5kg、Trout/Coho2.9kgにて計算
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INFA(養殖場環境情報) 基準

溶存酸素

酸化還元状態

有機物量

目視観察

調査項目

評価基準

カテゴリー３ -----水深60m未満、軟底質(砂、泥)

カテゴリー４ ------水深60m未満、硬底質(岩、石)

カテゴリー5 -------水深60m以上(底質不問)

一般養殖場 前回不適合養殖場

------- カテゴリー３

-------カテゴリー4

------- カテゴリー3, 4, 5

養殖場直下の海底の棲息生物・微生物の種類、無
酸素化の程度により判定
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2000UTM≒109百万円
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